
～取扱説明書～

EA4-101  らくらく４点杖

この度は、弊社製品をお買い上げいただきまして、ありがとうございます。

正しく安全にお使いいただくため、ご使用前にこの取扱説明書を必ずお読み下さい。

また、読まれたあとは大切に保管して下さい。

製品に関して不明な点や不都合なことがございましたら、

ご購入販売店もしくは弊社カスタマーサポート室にご連絡下さい。

※製品は改良のため仕様の一部を予告なく変更する場合がございます。あらかじめご了承下さい。

〒590-0982 大阪府堺市堺区海山町３丁１５９番地１

【カスタマーサポート室】10時～17時(土・日・祝日を除く)

0120-508-058
フリーコール コ ー ワ オーコーワ

本 体 材 質

4点支持ベース材質

持 ち 手 材 質  

アルミ

スチール

ポリウレタン

サ　イ　ズ

重　　　量

脚部（接地部）

77.5 ～ 93cm（７ポジション）

815ｇ

15.5×23cm

持ち手（上）

調節ボタン

調節穴

止めネジ

持ち手（下）

本体

４点支持ベース

杖先ゴム

各部の名称と製品仕様

07.11 .20



ご使用方法ご使用上の注意

ご使用後　及び　保管方法

●

●

使用後は、杖先ゴムについた砂などを取り除いて下さい。

お子様の手の届かない所に保管して下さい。

製品の破損や異常を発見した場合は、直ちに使用を中止し、

ご購入販売店もしくは弊社カスタマーサポート室へご連絡下さい。

そのまま使用しますと、重大な事故につながる危険がございます。

※本製品を他の方にお譲りになる時は、必ず本書もあわせてお渡し下さい。

-１- -２-

■長さの調節方法

１

２

３

止めネジを緩めて下さい。

（右に回すと緩みます。）

止めネジを確実に締めて下さい。

（左に回すと締まります。）

前後の足の角度が広いほうが内側、
狭いほうが外側です。

調節ボタンを押しながら本体を上下させ、

適度な長さに調節して下さい。

持ち手（上）が、腰骨の位置にくるぐらい

が適度な長さの目安です。

止めネジを緩め、調節ボタンを指で押さえながら、４点支持ベースを１８０度回転

させて下さい。調節ボタンが調節穴より出たことを確認してから、止めネジを確実

に締めて下さい。(※出荷時は右手仕様になっております。)

内外

●

●

警告 誤った使い方をすると、人が死亡または重傷を負う可能性があるため、
下記の項目を必ず守って下さい。

この製品は歩行を補助するためのものですので、他の用途（例えば登山・護身

など）には使用しないで下さい。

使用前に各部を点検して下さい。また杖先ゴムが磨耗してきたり、劣化して外

れやすくなったりした場合は早めに交換して下さい。

●

●

●

●

●

●

注意 誤った使い方をすると、人が傷害を負う可能性や物的損害が発生
する可能性があるため、下記の項目を必ず守って下さい。

使用者の身体に合った高さに調節してから使用して下さい。

使用中も、支柱が確実に固定されていること、止めネジに緩みがないことなどを

時々確認して下さい。

濡れたり凍ったりして滑りやすくなっている路面や傾斜している場所では、十

分注意して下さい。

道路の側溝や凹みがある箇所では杖先がはまり込む場合があるため、十分注意

して下さい。

４点支持ベースを踏んでしまうと、転倒しケガをする恐れがあるため、十分注意

して使用して下さい。

分解・修理は弊社サービス員以外、行わないで下さい。

調節ボタンと止めネジが確実に固定されているか、必ず確認して下さい。

指などをはさまないように注意して下さい。注意
●

●

●

調節ボタン

調節穴

本体

止めネジ

調節ボタン

持ち手（上）

止めネジ

4 点支持
ベース

前
方

注意

※真上から見た図

＜右手仕様＞＜左手仕様＞

杖が、持ち手に対して正しい仕様になっていることを必ず確認して

下さい。

■4点支持ベースの向きの変え方（右手仕様・左手仕様）
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